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堤
北
地
区
で
下
水
道
工
事
は
じ
ま
る

全
家
庭
に
下
水
道
を

堤
北
地
区
(

荒
川
の
北
側
)
の
人
だ
ち
か
畏
い
問
待
ち
望
ん
で
い
た
下
水
道
工
事
か
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

都
下
水
道
局
で
は
、
下
水
処
理
場
ま
た
は
ポ
ン
プ
所
を
結
ぶ
幹
線
工
事
や
、
ポ
ン
プ
所
建
設

に
と
り
か
か

り
、
五
十
四
年
三
月
ま
で
に
は
、
す
で
に
ほ
と
ん
ど
普
及
さ
れ
て
い
る
堤
南
地
区
と
同
様
、
堤
北
地
区
に
下

水
道
を
完
備
す
る
計
画
で
す
。

下
水
道
と
は

ど
ぶ
と
か
み
ぞ
な
ど
も
下
水
に
は
い

り
ま
す
。
し
か
し
、
ほ
ん
と
う
の
下
水

道
は
、
公
共
下
水
道
と
呼
ぱ
れ
、
地
下

に
あ
る
管
で
雨
水
や
家
庭
排
水
な
ど
の

汚
水
を
あ
つ
め
、
下
水
処
理
場
の
科
学

的
な
施
般
で
衛
生
的
に
処
理
す
る
も
の

を
い
い
ま
す
。

下
水
道
は
、
都
市
づ
く
り
の
バ
ロ
メ

ー
タ
ー
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
快
適

な
都
市
生
活
に
、
下
水
道
は
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
世
界
の
大
都
市
の
下
水
道
普
及

率
は
、
ほ
と
ん
ど
一
〇
〇
%
も
し
く
は

そ
れ
近
く
で
す
。
東
京

は
、
と
い
う

と
、
二
十
三
区
全
体
で
約
五
〇
%

、
足

立
区
に
い
た
っ
て
は
、
二
十
三
区
で
下

か
ら
三
番
目
に
あ
た
る
わ
ず
か
I
ア

七
%
。
こ
の
た
め
、
雨
か
ふ
る
と
す
ぐ

に
浸
水
、
汚
い
ド
プ
や
水
た
ま
り
が
あ

る
た
め
に
(
エ
や
カ
が
で
る
、
ト
イ
レ

を
水
洗
に
で
き
な
い
…
…
な
ど
、
困
っ

た
こ
と
が
お
き
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
も
、
百

も
早
く
公
共
下
水
道
を
ひ

く
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

下
水
道
の
し
く
み

下
水
道
は
、
下
水
曾
・
ポ
ン
プ
所
・

下
水
処
理
場
か
ら
な
り
た
っ
て
い

ま

す
。
下
水
管
に
は
、
幹
線
と
枝
線
と
が

あ
り
、
幹
線
は
、
直
径
二
・
五
㍍
か
ら

大
き
い
も
の
は
五
㍍
も
あ
り
、
処
理
場

ま
た
は
ポ
ン
プ
所
を
結
ぶ
役
目
を
し
ま

す
。
枝
綣
は
、
こ
の
幹
線
と
各
家
庭
と

を
結
ぶ
役
目
を
し
ま
す
。
こ
れ
ら
下
水

道
は
、
都
道
や
区
道
と
い
っ
た
公
道
に

だ
け
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
各
家
庭
な
ど
で
は
、
こ
の

下
水
遭
に
下
水
を
流
し
こ
む
た
め
、
宅

地
内
や
私
通
に
そ
れ
ぞ
れ
排
水
股

備

(
私
設
下
水
道
)
を
作
っ
て
い
た
だ
か

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
台
所
と

下
水
道
を
つ
な
ぐ
も
の
で
。
こ
の
設
備

が
き
ち
ん
と
つ
く
ら
れ
な
い
と
、
せ
っ

か
く
下
水
道
が
は
い
っ
て
も
下
水
の
正

し
い
処
理
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う

な
私
道
に
排
水
股
備
を
入
れ
る

時
に

は
、
都
・
区
か
ら
一
定
の
条
件
の
も
と

に
助
成
金
が
で
ま
す
。
ま
た
、
く
み
と

り
式
便
所
を
水
洗
に
改
造
す
る
時
は
、

所
得
の
低
い
方
に
は
都
か
ら
助
成
金
が

で
ま
す
。

ポ
ン
プ
所
は
、
下
水
の
流
れ
を
中
継

ぎ
し
た
り
、
雨
水
を
川
へ
渣
す
役
目
を

も
っ
て
い
ま
す
。
現
在
区
内
で
は
、
梅

田
ポ
ン
プ
所
を
建
設
中
で
す
。
ま
た
、

加
平
・
熊
の
木
の
ポ
ン
プ
所
を
建
設
す

る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

下
水
処
理
楊
は
、
下
水
管
で
あ
つ
め

た
汚
水
を
衛
生
的
に
処
理
す

る
所
で

す
。
区
内
に
は
小
台
処
理
揚
が
あ
り
、

日
立
亀
有
工
楊
の
跡
地
に
中
川
下
水
処

理
場
を
五
十
四
年
三
月
ま
で
に
建
設
す

る
予
定
で
す
。

美
し
い
街
の
土
台
は

下
水
道
の
完
備
か
ら

足
立
の
下
水
道

堤
南
地
区
の
ほ
と
ん
ど
は
す
で
に
下

水
管
が
は
い
り
甲
地
区
に
な
っ
て
い
ま

す
。
甲
地
区
と
い
う
の
は
、
下
水
管
が

は
い
っ
て
末
端
が
処
理
鳩
に
つ
な
が
っ

て
い
る
の
で
水
洗
ト
イ
レ
の
取
付
け
が

可
能
な
地
区
の
こ
と
で
す
。

堤
北
地
区
は
、
熊
の
木
・
高
野
・
西

新
井
・
保
木
間
・
青
井
・
足
立
・
小
菅

の
各
幹
線
が
工
事
中
で
す
。
普
賢
寺
幹

線
は
す
で
に
完
成
し
て
お
り
、
小
菅
処

理
場
内
の
ポ
ン
プ
所
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。

枝
線
関
係
で
は
、綾
瀬
一
丁
目
全
域
・

綾
瀬
二
丁
目
・
梅
鳥
一
、
二
丁
目
・
足

立

】丁
目
・
梅
田
一
丁
目
の
}
都
か
工

事
に
か
か
っ
て
お
り
、
四
十
九
年
三
月

に
完
成
す
る
予
定
で
す
。
こ
の
枝
線
の

太
さ
は
、
二
五
り
か
ら
I
・
五
㍍

。
総

延
長
は
約
七
コ
ニ
○
○
㍍
と
い
い
ま
す

か
ら
、
区
内
を
走
る
四
号
岡
道
都
分
の

長
さ
に
も
な
る
工
事
で
す
。

下
水
道
工
事
に

ご
理
解
を

下
水
道
が
完
備
す
る
と
、
台
風
な
ど

の
大
雨
で
浸
水
の
心
配
は
な
く
な
り
ま

す
。
み
ぞ
な
ど
も
不
要
に
な
り
道
路
が

広
く
使
え
ま
す
。
ま
た
、
汚
水
を
直
接

川
に
流
す
こ
と
も
な
く
な
り
川
の
汚
れ

を
防
げ
ま
す
。

工
事
中
は
、
交
通
の
じ
や
ま
に
な
る

と
か
、
音
が
う
る
さ
い
な
ど
、
な
に
か

と
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
住
み

よ
い
街
づ
く
り
の
た
め
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

下水道計画図

綾瀬一丁目での枝線工事

直径5 斑ある保木間幹線

補正予算きまる

一般会計300億円突破
老人福祉電話など福祉を充実

去
る
十
二
月
七
日
に
開
か
れ

た
第
四
回
定
例
区
議
会
で
、
昭

和
四
十
(
年
度
足
立
区
各
会
計

の
補
正
予
算
(
第
四
号
・
第
五

号
)

が
瞋
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
で
は
、二
○
億
一
、二
(
〇

万
円
が
補
正
さ
れ
、
補
正
前
の
額
と
合

わ
せ
る
と
。三
〇
二
億
九
、五
一
三
万
円

と
な
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
で
は
、一
、

三

一
万
円
が
補
正
さ
れ
、
合
計
額
が

四
五
億
九
、(
三
三
万
円
と
な
り
ま
し

た
。こ

の
予
算
に
は
、
老
人
福
祉
事
業
、

身
心
障
害
者
事
業
な
ど
の
ほ
か
、
保
育

闖
建
股
・
改
築
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
設

置
、
公
共
溝
渠
の
フ
タ
か
け
、
体
育
館

の
改
修
、
総
合
体
育
館
建
股
調
査
な
ど

の
事
業
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

ね
た
き
り
、
ひ
と
り

暮
ら
し
の
お
年
寄
り
に

こ
の
予
算
で
行
な
わ
れ
る
事
業
の
中

で
、
ね
た
き
り
や
ひ
と
り
暮
ら
し
の
お

年
寄
り
の
た
め
の
新
し
い
事
葉
か
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

■
身
の
ま
わ
り
の

お
世
話
を
し
ま
す

こ
れ
は
、
家
で
ね
た
き
り
の
お
年
寄

り
や
一
時
的
に
病
気
の
た
め
に
日
常
生

清
に
不
自
由
し
て
い
る
お
年
寄
り
の
た

め
に
、
民
間
の
家
政
婦
紹
介
所
の
協
力

を
得
て
、
こ
の
雇
用
費
を
助
成
す
る
制

度
で
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
お
年
寄
り

の
身
体
的
・
精
神
的
な
負
担
を
少
し
で

も
軽
く
し
、
楽
し
い
老
後
を
送
っ
て
も

ら
お
う
と
い
う
も
の
で
す
。

▼
対
象
と
な
る
の
は
、
足
立
に
住
所
が

あ
り
、
六
十
五
歳
以
上
の
在
宅
の
お
年

寄
り
で
、
次
の
要
件
を
備
え
て
い
る
方

で
す
。

①
ね
た
き
り
の
お
年
寄
り
が
家
族
の
病

気
な
ど
に
よ
り
、
卜
分
に
介
護
を
受

け
ら
れ
な
い
場
合
や
、
ひ
と
り
暮
ら

し
の
お
年
寄
り
が
病
気
に
な
り
、
日

常
生
活
に
支
障
が
あ
る

②
そ
の
世
帯
の
生
活
中
心
者
の
前
年
分

の
所
得
税
か
、
年
額
四
万
二
千
円
以

下
で
あ
る

▼
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

身
の
ま
わ
り
の
家
事
や
日
常
生
活
に

必
要
な
用
務
を
、
家
事
援
助
者
か
行
な

い
ま
す
。

▼
サ
ー
ビ
ス
の
日
数
・
時
間

原
則
と
し
て
一
週
に
つ
い
て
一
日
。

一
時
的
な
家
事
援
助
を
要
す
る
方
に

つ
い
て
は
、
一
回
(
五
週
間
)
に
つ

き
五
日
で
す
。お
世
話
す
る
時
間

は
、一
日
六
時
間
以
内
で
す
。

■
友
愛
訪
問

ひ
と
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
や
お
年

寄
り
の
世
帯
に
、
区
で
お
願
い
し
た
友

霙
防
問
員
が
訪
問
し
て
、
話
し
相
手
と

な
り
、
孤
独
感
の
解
消
や
事
故
防
止
に

役
立
と
う
と
い
う
の
が
目
的
で
す
。

■
老
人
福
祉
電
話

六
十
五
歳
以
上
で
低
所
得
の
ひ
と
り

暮
ら
し
の
お
年
寄
り
や
お
年
寄
り
だ
け

の
世
帯
に
、
区
畏
名
儀
の
電
話
を
お
貸

し
し
て
、
孤
独
感
を
な
く
し
、
連
絡
の

利
便
を
は
か
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
ね
た
き
り
の
お

年
寄
り
に
開
す
る
こ
と
は
、
区
役
所
老

人
助
成
係
、
予
算
に
関
す
る
こ
と
は
、

予
算
課
へ
ど
う
ぞ
。

廃品回収の成果でもちつき
保木間第4 都営住宅

「ペ
ッ
タ
ン
・
ペ
ッ
タ
ン
」今
は
都
会
で
は

め
っ
た
に
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
も
ち
つ
き
が
、

保
木
間
第
四
都
営
住
宅
で
行

な
わ
れ
ま
し
た
。(
写
裏
)

去
る
十
二
月
二
日
の
こ
と
で

す
。
こ
の
も
ち
つ
弌

費
用

は
廃
品
回
収
か
ら
出
て
い
ま

す
。
二
号
楝
の
本
間
ヤ
ス
子

さ
ん
を
中
心
に
五
年
前
か
ら

楝
ぐ
る
み
で
廃
品
回
収
を
は

じ
め
、新
聞
や
ボ
ロ
・
空
ビ
ン

な
ど
お
金
に
な
る
も
の
は
、

な
ん
で
も
集
め
ま
し
た
。
そ

し
て

貯
め
た
お
金
で
今
ま
で
旅
行

を
し

た

り
、
自
転
車
小
屋
を
建
て
た
り
…
……

こ
と
し

は
伺
を
し
よ
う
か
と
相
談
し
た
ら
、
団
地
'
子

か
ら
「
も
ち
つ
き
が
し
た
い
」

こ
の
日
は
、
二
百
名
ほ
ど

の
人
が
集
ま

り
、
一
俵
半
(

九
十
♂
)
の
米
を
み
ん
な

で
つ
き
ま
し
た
。
お
年
寄
り

か
ら
子
ど
も
ま
で
。
お
母
さ

ん
方
は
、
米
を
ひ
し
た
り
大

い
そ
か
し
。
つ
き
た
て
の
お

も
ち
を
あ
ん
こ
ろ
も
ち
や
納

豆
も
ち
な
ど
に
し
て
子
ど
も

た
ち
は
大
喜
び
。
楽
し
い
一

日
で
し
た
。

家
庭
の
美
化
運
励
の
成
果
で
こ
の
よ
う
な
も

ち
つ
き
、
あ
な
た
の
地
域
で
も
い
か
が
で
す
か
。

休

日

診

療

所

区
で
は
、
足
立
区
医
師
会
の
協
力
で

休
日
診
療
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

休
日
診
療
は
、
急
病
の
方
の
た
め
の

も
の
で
す
。
そ
れ
以
外
の
方
は
前
日
か

翌
日
に
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
を
ご

利
用
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

□
千
住
休
日
診
療
所
(
千
住
仲
町
一
五

足
立
区
医
師
会
館
五
階
)
　
【

七
〇

○
四
六
】

□
綾
瀬
休
日
診
療
所
【
東
綾
瀬

】
丁
目

五
j
}

七

東
都
区
民
福
祉
セ
ン
タ

-
地
内
)
　
架
設
中

□
竹
の
塚
休
日
診
療
所
(
竹
の
塚
二
丁

目
二
五
I
こ
I
　

教
育
セ
ン
タ
ー

ー

階
東
側
)
　
(

五
〇
j
八
(
〇
一

▽
診
療
を
行
な
う
日

日
曜
日
・
国
民

の
祝
日
・
祝
日
か
日
曜
日
の
場
合
の

翌
日
(
振
番
休
日
)
・
十
二
月
三
十

日
～
一
月
三
日

▽
診
療
時
間

各
診
療
所
と
も
午
前
十

時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
(
た
だ
し
正

午
か
ら
午
後
一
時
ま
で
は
昼
休
み
)

区民福祉センター・児童館・老人館だより

□
東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　
六
〇
五
-
七
一
〇
一

■
ク
リ
ス
マ
ス
子
ど
も
会

十
二
月
二
十
三
日
(
日
)
午
後
二
時
'・
'

歌
・
音
楽
・
童
謡
劇

定
員
二
百
二
十
名

■
老
人
無
料
健
康
相
談

一
月
十
六
日
(
水
)
午
後
一
時
三
十
分

定
貝
二
十
名

一

新
年
子
ど
も
の
ど
自
慢
大
会

一
月
二
十
日
(
日
)
午
後
一
時
・・・
ゲ

ー
ム
・
の
ど
じ
ま
ん

定
員
三
十
名

申
込
み
は
一
月
十
三
日
ま
で

■
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
　
一
月
十
九
日
(
土
)
午
後
二
時

□
中
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　
(
(

九
1
四
六
六
一

■
子
ど
も
と
老
人
の
ク
リ
ス
マ
ス
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ

十

二
月
二
十
二
日
(
土
)
午
後
一
時

■
ジ
ヤ
ン
ポ
カ
ル
ダ
と
り
大
会

一
月
(
日
(
火
)
午
後
一
時

■
新
春
か
き
ぞ
め
会
一
月
五
日
(
土
)
午
前
十
時
擴
な
ど
持
参

■
老
人
生
花
教
室
一
月
十
一
日
(
金
)
午
後
二
時
先
着
二
十
名

申
込
み
・・・
】月
五
日
か
ら
直
接
は
午
前
八
時
五
十
分

一

晒
は
九
時

■
老
人
無
料
健
康
相
談
一
月
十
六
日
(
水
)
午
後
一
時
三
十
分

□
西
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　
(
九
七
-
五
〇
一
六

■
子
ど
も
映
画
会
十
二
月
二
十
三
日
(
日
)
・
・
・
「津
軽
の
子
ら
」他

一
月
二
十
日
(
日
)・・・
「
か
ぐ
や
姫

」
他

時
間
は
午
後
二
時
三
十
分

■
新
春
か
き
ぞ
め
会
一
月
六
日
(
日
)
午
前
十
時
定
員
三
十
名

■
斬
年
子
ど
も
会
一
月
十
三
日
(
日
)
午
前
十
時…
ふ
く
ね
ら
い

・
ゲ
ー

ム

午
後
二
時
三
十
分
・・・
映
画
「
怪
獣
総
進
撃
」

■
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
《
虎
を
作
る
》
一
月
十
六
日
(
水
)
午
後
二

時

定
員
二
十
名

□
千
住
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　
(
(
こ
Iこ
七
六
五

■
お
年
寄
り
の
行
事
(
区
内
在
住
六
十
歳
以
上
の
方
)

浪
曲
講
演

会

十
二
月
二
十
三
日
(
日
)
午
後
○
時
三
十
分

祁
し
る
こ
会

十
二
月
二
十
六
日
(
水
)
午
後
一
時
三
十
分

■
ク
リ
ス
マ
ス
子
ど
も
パ
ー
テ
ィ

十
二
月
二
十
五
日
(
火
)
午
前

十
時
三
十
分
・
午
後
一
時
三
十
分
・
午
後
三
時

定
員
各
四
十
名

申
込
み
は
受
付
け
て
い
ま
す
。

■
お
正
月
孑
ど
も
ま
ん
が
映
邏
会

一
月
十
三
日
(
日
)
午
前
十
時

三
十
分
・
午
後
一
時
三
十
分
ミ
「
長
ぐ
つ
を
は
い
た
ネ
コ
」

■
各
セ
ン
タ
ー
の
大
ホ
ー
ル
費
出
し
変
更
・・・
一
月
か
ら
は
六
か
月
前

の
分
ま
で
受
付
け
ま
す
。
詳
細
は
各
セ
ン
タ
ー
へ
ど
う
ぞ
。

【
各
教
室
の
申
込
み
は
直
接
各
セ
ン
タ
ー
事
務
窒
へ
一

《
各
セ
ン
タ
ー
と
も
教
材
費
を
明
記
し
て
い
な
い
教
室
は
無
料
で
す
》

□
西
伊
興
児
童
館
　
　
　
　
　
(

九
七
上
(
九
四
(

■
児
一
館
一
周
年
祭
お
た
の
し
み
会
・
牛
二
月
二
十
二
日
(
土
)

午
後
二
時
三
十
分

映
画
会
・・・
十
二
月
二
十
三
日
(
日
)
午
後
二
時

三
十
分
―
「
ガ
リ
バ
ー
旅
行
記
」

■
新
春
子
ど
夸
映
画
会

一
月
六
日
(
日
)
午
後
二
時
・
二

野
バ
ラ
」

■
新
春
お
か
き
ぞ
め

一
月
十
三
日
(
日
)
午
後
二
時

筆
な
ど
持
参

□
新
田
児
童
館
・
老
人
館
　
　
　
九
ご
〒
三
四
ニ
ー

一
子
ど
も
ク
リ
ス
マ
ス
会

十
二
月
二
十
二
日
(
土
)
午
後
三
時
・・・

人
形
劇

二
十
三
日
(
日
)
午
前
十
時
=・
子
ど
も
発
表
会
な
ど

■
新
年
子
ど
も
大
会
一
月
十
三
日
(
日
)
午
前
十
時

■
年
忘
れ
老
人
映
画
会
十
二
月
二
十
三
日
(
日
)
午
後
一
時
…
「続

男
は
つ
ら
い
よ
」

■
老
人
映
画
金
一
月
十
三
日
(
日
)
午
後
一
時
=
・
「東
京
の
空
の
下
」

《
各
施
般
と
も
月
』
日
、
祝
日
は
休
館
日
で
す
》
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家

庭
困
っ
た
時
は
区
役
所
へ

区
民
相
談
の
あ
ん
な
い

な
に
か
も
め
ご
と
が
あ
っ
た
り
、

困
っ
た
こ
と
に
ぶ
っ
か
っ
た
時
、
ど

う
す
れ
ば
よ
い
の
か
わ
か
ら
ず
、
ト

ラ
ブ
ル
を
大
き
く
し
て
し
ま
う
こ
と

が
お
り
ま
す
。

こ
ん
な
時
は
、
ま
ず
区
役
所
に
あ

る
各
租
の
相
岐
を
受
け
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

区
役
所
に
は
、
次
の
よ
う
に
い
ろ

い
ろ
な
相
岐
所
、
相
談
室
が
設
け
ら

れ
て
い
て

、
区
民
の
み
な
さ
ん
の
お

役
に
立
つ
よ
う
男
力
し
て
い
ま
す
。

す
べ
て
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

区
民
相
談
室
(

相
談
係
)

■
一
般
家
事
相
談
(
家
庭
生
活
の
悩

み
ご
と
な
ど
)
土
曜
日
を
除
く
毎

日
午
前
九
時
～
午
後
四
時

■
結
婚
相
談
(
配
偶
者
を
お
さ
が
し

の
方
)
木
曜
を
除
く
毎
日

午
前

九
時
～
午
後
四
時

■
法
律
相
談
(
土
地
・
相
続
・
離
婚

な
ど
)
毎
週
木
一
午
後
一
時
～

四
時
▽
毎
月
第
三
水
一
日
午

後
一
時
～
四
時
第
二
庁
舎

■
税
務
相
談
(
商
店
・
エ
塙
の
経
理

・
経
営
・
税
金
問
題
)
毎
週
金
曜

日
午
後
一
時
～
四
時

■
行
政
相
談
(
役
所
の
仕
事
で
困
っ

た
こ
と
や
苦
情
な
ど
)
毎
月
第

二
木
曜
日
午
後
一
時
～
四
時

■
更
生
保
護
相
談
(
更
生
保
護
や
指

導
)
毎
週
第
三
を
除
く
金
曜
日

午
前
十
時
～
午
後
四
時

■
人
権
身
の
上
相
談
(
人
権
侵
害
や

身
の
上
の
こ
と
)
毎
月
第
三
金
曜

日
午
後
一
時
～
四
時

■
高
齢
者
職
業
相
談
　
毎
月
第
四
火

曜
日

午
前
十
時
～
午
後
三
時

福
祉
事
務
所
の
相
談

●
う
う
あ
者
相
談
(
手
話
奉
仕
員
に

よ
り
相
談
を
受
け
ま
す
)
毎
月
第

一
月
一
日
足
立
、
第
二
月
皿
日
中

郎
、
第
三
月
曜
日
東
部
、
第
四
月

曜
日
西
都
の
各
福
祉
事
務
所
。
畤

間
は
と
も
に
午
後
一
時
～
五
時

●
そ
の
ほ
か
に
、生
活
保
護
相
談
、

老
人
相
談
、母
子
相
談
、身
障
者

相
談
な
ど
が
あ
り
ま
す
。毎
日
午

前
九
時
～
午
後
四
時

そ
の
他
の
相
談

▼
教
育
相
談
(
子
ど
も
の
知
恵
お
く

れ
、性
格
、学
業
、精
神
、身
体
、

虚
弱
な
ど
)
毎
日
午
前
十
時
～

午
後
五
時

教
育
相
岐
所
(
竹
の

塚
二
丁
目
二
五
・
教
育
セ
ン
タ
ー

内
・
　
(

五
〇
j
八
八
〇
こ

▼
公
害
相
談
　
区
役
所
公
害
課

▼
交
通
事
故
相
談
　
区
役
所
別
館
　
　

(
八
一
一
七
四
七
四
毎
日
午

前
九
時～
午
後
四
時

▼
消
費
者
相
談
(
消
費
生
活
上
の
諸
問
題

)
毎
日
午
前
九
時～
午
後
四

時

窓
口
は
区
役
所
経
済
課

▼
申
小
企
業
相
談
(
中
小
企
業
の
経

営
・
技
術
改
善
な
ど
)
毎
日
午

前
九
時～
午
後
四
時
区
役
所
経

済
課
内
　
(
(

一
上
(
九
五
二

※
各
相
談
所
と
も
、
土
曜
日
は
午
前

十
一
時
ま
で
、
日
』
・
祝
日
は
休

ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
こ
こ
に
ご
紹
介
し
た
相
談

以
外
に
も
、
都
ま
た
は
他
の
機
関
で

各
種
の
相
岐
を
行
な
っ
て
い
ま
す
が

こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
さ
き

に
お
配
り
し
た
「
わ
た
し
の
便
利
帳
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
区
役
所
関
係
の
こ
と
で
わ

か
ら
な
い
こ
と
、
お
困
り
の
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
遠
慮
な
く
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。
各
担
当
課
で
ご
相
談
に

応
じ
ま
す
。

足
立の
史
話

日
光
街
道
を
た
ず
ね
て
(
3
9
)

―
―
千
佳
三
丁
目
か
い
わ
い
　
そ
の
八―
―

勝

山

準

四

郎

牛
田
に
は
石
出
帯
刀
の
別
邸
の
外
も
う
一
つ
の

別
荘
が
あ
っ
た
。
世
に
言
う
甲
良
(
こ
う
ら
)
屋

敷
で
あ
る
。
今
の
千
寿
第
四
小
学
校
が
そ
の
中
心

で
あ
る
。
甲
良
家
は
江
戸
幕
府
の
作
事
方
大
棟
梁

で
、
日
光
東
照
害
や
江
戸
城
造
営
を
掌
ど
っ
た
家

で
あ
る
。同
家
は
近
江
'
。・
犬
上
郡
甲
良
荘
の
出
で
、

初
代
宗
広
が
徳
川
家
康
に
露
め
ら
れ
、
江
戸
入
国

に
従
っ
て
関
東
に
下
り
、
そ
れ
か
ら
代
々
幕

府
の
貫
要
建
築
に
闘
係
し
た
と
言
・つ
こ
と
で

あ
る
。

牛
田
に
別
荘
を
待
っ
た
の
は
、
宗
広
の
孫

宗
潸
の
時
で
、
寛
文
十
年
(
一
六
七
〇
)
の
こ

と
で
あ
る
。四
代
家
繝
将
事
の
時
世
で
あ
る
。

甲
良
家
は
神
田
鎌
倉
河
岸
に
上
屋
敵
を
持

ち
、
更
に
今
も
町
名
に
そ
の
名
か
残
る
よ
う

に
牛
込
甲
良
町
に
も
邸
宅
を
持
っ
て
い
た
と

言
・つ
か
ら
、
幕
府
か
ら
も
技
術
者
と
し
て
便
遇
さ

れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
甲
良
家
か
な
ぜ
牛

田
に
別
邸
を
構
え
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
財

政
的
に
は
余
裕
が
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
日
光

に
l
一
J
I
な
ど
で
千
住
宿
は
度
々
通
っ
て
い
る
筈

ぞ

あ
る
か
ら
、
そ
の
折
眼
に
ふ
れ
た
牛
田
耕
地
の
'

閑
静
さ
を
買
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
と
も
想
像
さ

れ
る
。

と
こ
ろ
で
甲
良
屋
敗
の
名
は
伝
わ
っ
て
い
る
も

の
の
、
く
わ
し
い
こ
と
は
何
も
わ
か
ら
す
俟
で
あ

っ
た
が
先
年
よ
り
足
立
史
談
会
の
渡
辺
春
圜
、
羽

田
栄
太
両
氏
が
、
千
四
小
の
校
庭
に
剱
つ
石
碑
を

手
が
か
り
に
解
明
に
つ
と
め
ら
れ
て
来
た
。

よ
・つ
や
く
概
要
か
は
っ
き
り
し
た
の
で
、
こ
れ

を
足
立
史
談
六
四
号
(
本
年
六
月
分
)
に
発
表
さ

れ
た
わ
け
で
あ
る
。

注
本
柵
で
度
々
引
用
し
て
い
る
足
立
史
映
は
当

区
教
育
委
員
会
発
行
の
月
刊
紙
で
、
区
内
の

史
蹟
、
史
実
、
伝
説
な
ど
を
掲
峨
、
毎
月
区

役
所
、
出
張
所
の
窓
口
で
配
布
し
て
い
る
。

又
こ
の
編
集
に
協
力
し
て
い
る
足
立
史
岐
会

は
毎
月
例
会
を
持
っ
て
調
査
、
探
訪
な
ど
を

行
な
っ
て
い
る
同
好
の
士
の
団
体
で
入
会
自

由
、
本
都
は
区
立
中
央
図
一

館
内
に
あ
る
。

そ
の
報
告
に
よ
る
と
、
屋
敷
の
広
さ
は
、
現
千

四
小
を
中
心
に
約
一
万
坪
の
規
梗
で
、
堀
と
堤
で

か
こ
ま
れ
、
中
央
部
に
閥
口
三
十
一
間
奥
行
二
十

九
関
の
居
屋
敷
が
あ
っ
た
と
あ
る
か
ら
、
ぴ
っ
く

り
さ
せ
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
居
屋
敷
内
に
は
嘉

攪
樹
(
す
も
も
)
と
想
思
松
の
名
樹
が
あ
っ
た
こ

と
も
は
っ
き
り
し
た
。
又
邸
の
真
柬
囲
い
堀
の
近

く
に
弁
天
堂
の
あ
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
が
、
こ
の

お
堂
は
現
存
し
て
お
り
、
甲
良
屋
敷
の
輪
廓
を
明

ら
か
に
す
る
一
定
点
と
な
っ
た
お
宮
で
あ

る
。
隣
り
の
お
風
呂
屋
さ
ん
の
名
に
な
っ

て
い
る
か
ら
、
土
地
の
方
に
は
親
し
い
お

宮
で
あ
る
。

こ
う
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
も
先
に

述
べ
た
校
庭
の
石
碑
の
お
か
け
で
あ
る
。

宝
暦
二
年
【
】
七
五
二
)
こ
の
邸
宅
を
ゆ

ず
り
受
け
た
姻
戚
の
田
村
玄
台
が
建
て
た

も
の
で
あ
る
。
さ
す
が
棟
梁
家
を
語
る
だ

け
あ
っ
て
、
屋
敷
の
見
取
図
を
中
心
に
そ
の
由
来

を
述
べ
て
い
る
珍
ら
し
い
碑
面
で
あ
る
。

た
だ
現
在
は
裏
側
に
な
り
字
体
が
、
表
面
の
東

都
嘉
慶
樹
碑
と
逆
に
I
か
れ
て
い
る
の
が
厄
介
で

あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
貴
重
な
石
碑
で
あ
る
。

こ
こ
で
脚
を
旧
一

に
晨
し
先
へ
進
み
た
い
。

(
こ
の
項
お
わ
り

次
は
千
住
四
丁
目
)

千四小校庭の東都嘉慶碑
裏面が甲良屋敷睥

心
身
と
も
に

健
全
な
子
ど
も
に

◇
…
…
年
末
年
始
の
指
導
…
…
◇

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
楽
し
い
お
正

月
が
近
づ
い
て
き
ま
す
。
各
家
庭
で
も

子
ど
も
た
ち
の
生
活
に
心
を
配
り
、
子

ど
も
た
ち
が
有
意
義
な
匁
採
み
を
す
ご

す
よ
う
に
心
が
け
て
や
り
ま
し
ょ
う
。

〔
年
末
に
は

〕

◎
子
ど
も
会
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
さ

せ
、
よ
り
よ
い
子
ど
も
会
に
し
て
い
く

意
欲
を
持
た
せ
ま
し
I
つ
。

◎
環
境
の
美
化
、
浄
化
の
運
動
に
進
ん

で
参
加
さ
せ
、
奉
仕
や
協
力
の
大
切
さ

を
考
え
さ
せ
て
い
き
ま
し
″・つ
。

◎
め
ぐ
ま
れ
な
い
方
々
に
対
し
、
暖
か

い
心
の
育
成
に
努
め
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

◎
子
ど
も
に
家
の
手
伝
い
を
さ
せ
、
家

族
の
一
員
と
し
て
の
自
寛
を
持
た
せ
ま

し
ょ
う
。

〔
年
始
に
は

〕

◎
子
ど
も
会
等
で
新
し
い
プ
ラ
ン
や
ア

ーイ
デ
ア
を
持
ち
寄
ら
せ
、
計
画
を
立
て

さ
せ
ま
し
ょ
う

。

◎
親
子
い
っ
し
ょ
に
で
き
る
遊
ぴ
を
し

て
、
よ
り
明
る
い
家
庭
の
団
ら
ん
を
図

り
ま
し
ょ
う

。

◎
お
年
玉
や
お
こ
づ
か
い
を
む
だ
づ
か

い
せ
ず
に
、
そ
の
効
果
的
な
活
用
を
は

か
ら
せ
、
も
の
の
ね
う
ち
を
考
え
る
よ

・つ
に
心
が
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

◎
暴
飲
、
暴
食
を
さ
せ
な
い
よ
・つ
に
し

ま
し
ょ
う
。

◎
年
頭
に
あ
た
っ
て
、
新
鮮
な
気
持
ち

を
も
た
せ
、
新
年
度
へ
の
力
強
い
意
欲

を
も
た
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

〔
年
末
年
始
を
通
し
て
〕

◎
み
ん
な
で
い
り
し
ょ
に
で
き
る
遊
ぴ

を
し
ま
し
ょ
う
。

◎
近
隣
の
人
や
子
ど
も
会
等
で
遊
ぴ
を

通
じ
て
親
睦
を
図
ら
せ
し
ま
し
ょ
う
。

◎
寒
さ
に
ま
け
な
い
か
ら
だ
づ
く
り
を

考
え
て
や
り
ま
し
ょ
う
。

◎
規
律
正
し
い
生
酒
を
さ

せ
ま
し
ょ

う
。

◎
子
ど
も
の
飲
酒
、
喫
煙
、
か
け
ご
と

一
と
遊
ひ
、
外
泊
な
ど
は
絶
対
に
さ
せ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
き
つ
。

◎
子
ど
も
た
ち
同
志
の
金
銭
や
物
の
貸

し
借
り
は
絶
対
に
や
め
さ

せ
ま
し
ょ

う

。
◎
中
芦
生
の
バ
イ
ク
乗
り
は
、
絶
対
に

さ
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
I
つ
。

◎
盛
り
場
や
夜
の
外
出
に
は
、
子
ど
も

だ
け
で
は
出
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う

。

◎
子
ど
も
の
持
ち
物
(
入
手
不
明
な
も

の
等
)
や
服
装
(
派
手
す
ぎ
等
)
に
注

意
を
払
い
ま
し
ょ
う
。

◎
た
き
火
、
暖
房
器
具
等
の
火
の
始
末

に
は
十
分
気
を
つ
け
さ
せ
ま
し
I
つ
。

◎
小
・
中
学
生
が
自
転
車
に
乗
る
と
き

に
は
交
通
規
則
を
守
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

◎
小
・
中
学
生
か
た
こ
あ
け
を
す
る
と

き
に
は
、
送
電
線
に
十
分
気
を
つ
け
さ

せ
ま
し
ょ
う
。

(
足
立
区
教
育
委
員
会
)

人
事
短
信

十
二
月
一
日
付
け
で
人
事
異

助
が
あ
り
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く

お
躙
い
い
た
し
ま
す
。

納
税
課
長
石
倉
義
雄
　
区
民

課
長
桜
井
薦
已
　
住
居
表
示
課

畏
出
口
良
人
　
花
畑
区
民
セ
ン

タ
ー
準
備
室
長
鳥
田
鋏
次
郎
　

土
木
都
副
主
幹
田
那
郎
行
雄
　

公
園
課
長
山
田
元
}
　
区
教
委

庶
務
課
長
佐
久
閥
清
次
　
中
央

図
書
館
長
-
長
井
寡
三
郎

部
落
問
題
の
理
解

の
た
め
に

(

2

7

)

部
落
解
放
運
動
の
歴
史
⑪

同
和
対
策
審
樊
y
が
そ
の
答
申
で
　

「
具
体
策
を
強
力
か
つ
速
や
か
に
実

施
に
移
す
こ
と
が
国
の
責
務
で
あ
る
J

と
指
摘
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、政

府
は
何
も
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
都
落
解
放
同
盟
は
。
世
論

を
パ
'
ク
に
、
部
落
解
放
国
民
大
行

助
を
四
十
四
年
に
く
り
広
げ
た
。
全

国
行
進
隊
を
は
じ
め
、
各
地
の
兄
弟

を
お
こ
し
つ
つ
総
理
府
前
に
あ
つ
ま

っ
た
万
余
の
仲
間
は
、
政
府
に
法
律

の
提
案
を
約
東
さ
せ
た
。
四
十
四
年

七
月
、
同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法

が
国
会
で
満
場
一
致
で
成
立
し
た
。

同
法
は
、
都
落
の
生
卮
実
態
を
改

善
向
上
さ
せ
る
「
同
和
対
策
事
業
を

迅
速
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
」
こ

と
を
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
責
務

と
し
、
こ
の
経
費
に
対
し
国
が
特
別

の
助
成
を
す
る
こ
と
を
定
め
た
。

だ
が
法
律
の
成
立
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
差
別
の
実
態
を
目
の
あ
た
り
に

し
な
が
ら
、
多
く
の
所
で
は
部
落
民

の
自
主
的
な
運
助
が
な
い
限
り
同
和

行
政
は
お
こ
な
わ
れ
な
か
っ
た
。
部

落
解
放
同
盟
は
、
歴
史
的
な
差
別
を

は
ね
返
そ
う
と
、
「
同
対
審
答
申
完

全
実
施
・
特
別
措
置
法
即
時
具

体

化
」
を
要
求
し
て
今
日
も
闘
い
を
進

め
て
い
る
。

(
都
落
解
放
同
盟
足
立
支
都
ヽ
　
　
　
　

(
(
四
-
三
七
(
五
)

投
票
区
域
が

変
更
に
な
り
ま
す

区
選
挙
　
理
委
員
会
で
は
、
最
近
の

人
口
増
加
に
よ
っ
て
、
投
票
日
に
は
相

当
混
雑
す
る
投
票
所
と
住
居
表
示
の
施

行
に
よ

。
て
、
投
票
区
域
を
豊
備
す
る

必
要
の
あ
る
投
票
所
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
次
の
よ
う
に
区
域
を
変
更
し
ま
し

た
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
投
票
所
の
増
設

現
在
、
第
三
十
六
投
票
所
(
第
十
一

中
学
校
)
は
、
有
権
者
が
一
万
人
を
こ

え
、
区
内
最
大
の
投
票
所
と
な
っ
て
い

る
た
め
、新
た
に
第
六
十
四
投
票
所
(
青

井
小
学
校
)
を
増
設
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
っ
て
投
票
区
の
区

域
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

第
三
十
六
投
票
区
(
第
十
一
中
学
校
)

青
井
二
丁
目
(
全
)
、
弘
道
一
丁
目

(
全
)
・
二
丁
目
一
～
一
五
番

第
六
十
四
投
票
区
(
青
井
小
学
校
)

青
井
三
丁
目
(
全
)
、
弘
道
二
丁
目

二
(
番
以
降

●
投
棄
区
域
の
変
更

去
る
十
一
月
一
日
、
斬
た
に
住
居
表

示
が
施
行
さ
れ
て
谷
中
三
丁
目
と
四
丁

目
に
な
っ
た
区
域
に
お
住
ま
い
の
方
の

投
票
所
は
、
第
三
十
七
投
票
所
(
東
加

平
小

学
校
・・・
加
平
一
丁
目
二
〒

一

二
)
と
な
り
ま
し
た
。

問
い
會
わ
せ
は
、
区
遇
挙
管
理
委
貝

会
へ
ど
う
ぞ
。

区
役
所
窓
口

年
末
・
年
始
の

事
務
取
扱
に
つ
い
て

区
役
所
の
年
末
の
窓
口
事
務
は
、
二

十
(
日
で
終
わ
り
に
な
り
ま
す
。
届
出

な
ど
は
お
早
め
に
。

な
お
、
新
年
は
四
日
か
ら
業
務
を
開

始
し
ま
す
。

公
益
質
屋
は
今
年
も

年
末
営
業
し
ま
す

年
の
瀬
も
お
し
せ
ま
り
、
な
に
か
と

お
金
が
必
要
な
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

区
営
の
公
益
質
屋
で
は
、
今
年
も
例

年
ど
お
り
年
末
営
業
し
ま
す
の
で
、
せ

い
ぜ
い
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

所
在
地

▽
千
佳
公
益
質
屋
・
・
・
千
住
寿
町
二
九
-

一
〇
　
　
(
(
ニ
-
三
四
七
三

▽
西
新
井
公
菻
質
屋
・
・
・
関
原
二
丁
目
二

ニ
-
四
　
　
(
(
〇
-
○
○
七
七

年
末
営
業
時
間

十
二
月
二
十
九
日
・
三
十
日

午
前
九
時
～
午
後
六
時

十
二
月
三
十
一
日

午
前
九
時
～
午
後
八
時

貸
付
金
額
　
一
世
帯
に
つ
き
、
十
万
円

以
内

貸
付
利
率
　
一
か
月
に
つ
き
三
%

流
貫
期
限
　
入
質
の
日
か
ら
四
か
月

※
ご
利
用
の
方
は
、
質
物
と
本
人
で
あ

る
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

千佳公益質屋西新井公益質屋

掲
示
板

■
対
象
が

拡
大
さ
れ
ま
す

大
気
汚
染
医
療
費
助
成

都
で
は
昨
年
十
月
一
日
か
ら
義
務

教
育
終
了
前
の
児
重
で
大
気
汚
染
に

よ
る
病
気
に
か
か
っ
て
い
る
方
を
対

象
に
し
て

、
医
療
賢
の
助
成
を
し
て

き
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
今
年
四
月
一

日
か
ら
は
十
(
歳
未
満
の
方
ま
で
対

象
を
ひ
ろ
げ
実
施
し
て
い
ま
す
。

都
内
に
引
続
き
一
年
(
三
歳
に
満

だ
な
い
乳
幼
児
は
六
か
月
)
以
上
住

ん
で
い
る
十
(
歳
未
嘴
の
方
で
大
気

汚
染
の
影
一
を
受
け
る
と
推
定
さ
れ

る
、
つ
き
の
病
気
に
か
か
。つ
て
い
る

方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

○
慢
性
気
管
支
炎

○
気
曾
支
ぜ
ん
息

○
ぜ
ん
息
性
気
管
支
炎

○
肺
気
腫

○
こ
れ
ら
の
病
気
の
続
発
症

※
医
療
費
、
家
庭
で
の
注
意
な
ど
く

わ
し
い
こ
と
は
保
健
所
予
防
課
へ

。

■
国
民
年
金
相
談

都
民
生
局
で
は
、
次
の
と
お
り
国

民
年
金
相
談
を
行
な
い
ま
す
。

年
金
の
こ
と
な
ら
、
ど
ん
な
こ
と

で
も
お
気
軽
に
ご
相
岐
く
だ
さ
い
。

ま
た
保
険
料
の
収
納
も
行
な
っ
て

い
ま
す
。

な
お
、
年
金
手
帳
、
相
談
に
つ
い

て
の
は
が
き
な
ど
を
お
持
ち
の

方

は
、
当
日
ご
持
一

く
だ
さ
い
。

日
時
　
昭
和
四
十
九
年
一
月
十
七
日
(

木
)
か
ら
二
十
九
日
(
火
)
ま

で※
水
・
土
・
日
曜
は
除

か
れ

ま

す
。
午
前
十
時
～
午
後
四
時

場
所
　
区
役
所
国
民
年
金
課
(
二
階
)

区
役
所
第
二
庁
舎
相
談
塁

問
い
合
わ
せ
は
、
民
生
局
国
民
年
金

祁
第
五
課
　
　

二

匸
〒

五
一
一

一
内
線
三
九
三
七
へ
ど
う
ぞ
。

■
防
災
標
語
を

募
集
し
て
い
ま
す

区
で
は
、
地
震
災
害
の
防
止
を
扣

し
進
め
る
こ
と
を
内
容
と
し
た
防
災

標
語
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

作
品
は
、
は
が
き
に
一
枚
一
点
で

何
点
応
募
さ
れ
て
も
結
構
で
す
。
は

が
き
に
は
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
を
記
入
の
う
え
十
二
月
末
日
ま

で
に
到
着
す
る
よ
う
お
出
し
く
だ
さ

い
。
区
内
在
住
の
方
な
ら
だ
れ
で
も

心
募
で
き
ま
す
。

応
募
さ
れ
た
作
品
を
審
査

の
う

え
、
一
位
ヱ

ー莅
・
佳
作
な
ど
の
入

遇
者
に
賞
品
を
お
贈
り
し
ま
す
。

発
表
　
昭
和
四
十
九
年
二
月
発
行
の

区
の
お
知
ら
せ
で
発
表
し
ま
す
。

送
り
先
・
問
い
合
わ
せ
　
先
区
役
所

防
災
踝
(
〒
匸
一
〇

千
住
一
丁
目

五
〇
　
(

ハ
ニ
ー
一
一
一
一
)

■
生
徒
募
集

●
都
立
板
橋
高
等
看
護
学
院

募
集
人
員
　
一
〇
〇
名

修
業
年
限
　
三
年

受
験
資
格
　
女
子
、
高
等
学
校
卒
賞

者
(
見
込
み
を
含
む
)
お
よ
ぴ
こ

れ
と
同
等
以
上
学
力
を
有
す
る
者

受
付
期
間
　
昭
和
四
十
九
年
一
月
七

日
1

月
二
十
六
日

入
学
期
日
　
昭
和
四
十
九
年
四
月

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
都
立
板

檎
高
等
一

腰
学
院
(
板
橋
区
仲
町

一
-
一
　
九
七
二
丿
五
六
三
(
)

た
ば
こ
は

区
内
で

買
い
ま
し
ょ
う

●
身
体
障
害
者
職
業
訓
練
校

か
ら
だ
の
不
自
由
な
方
で
、
義
務

教
育
修
了
程
度
の
学
力
が
あ
り
、
日

常
身
の
ま
わ
り
の
こ
と
が
自
分
で
で

き
る
程
度
の
方
を
対
象
に
、
次
の
要

領
で
身
体
障
害
者
職
業
訓
練
生
を
募

集
し
ま
す
。

幕
集
科
目
=
・
洋
裁
・
和
裁
・
禪
吻
・

製
靴
・
工
業
彫
刻
・
時
計
・
機
械

製
図
一
木
工
・
義
肢
装
具
・
塗
装

募

集
人

員
・・
・
ニ

ー
〇

名

訓
練
期
間
・
=一
年

募
集
期
限
・
=昭
和
四
十
九
年
二
月
二

十
三
日
ま
で
。

特
典
・・・
▼
馴
練
手
当
を
毎
月
支

給
(

二
十
歳
未
嗣
約
二
万
五
千
円
、

二
十
歳
以
上
約
三
万
一
千
円
)

▼
教
材
支
給
、
授
業
料
・
睾
の
使

烱
料
無
料
。

申
込
み
・・・
も
よ
り
の
職
業
安
定
所
ま

た
は
襴
祉
事
務
所
へ
ど
う
ぞ
。

問
い
合
わ
せ
先
　
東
京
都
身
体
陣
書

者
職
業
馴
練
校
【
小
平
市
小
川
西

町
二
二
六
四
　

○
四
二
三
一
四

】-
】四

】
】)
馴
練
第
一
係

■ 固定資産税の申告は1 月16日まで　　　　 ■ お出かけの際は火の元をたしかめて ( Y・T　208. 000)


